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南
北
回
帰
線
間
熱
帯
域
の
命
理
試
論   
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八
字
命
理
学
は
、
春
夏
秋
冬
の
四
季
の
あ
る
温
帯
域
に
限
ら
ず
、
熱
帯
域
や
寒
帯
域
を
含
め
全
地
球
規
模
で

普
遍
的
に
適
用
可
能
で
あ
ろ
う
か
？ 

命
理
学
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
陰
陽
五
行
と
干
支
が
、太
陽
と
地
球
の
自

転
及
び
公
転
の
運
行
に
よ
り
齎
さ
れ
る
四
季
の
循
環
を
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
夏
秋
冬
と
い
う
四
季

の
な
い
地
域
に
住
む
人
々
に
命
理
学
が
適
用
可
能
か
と
い
う
極
め
て
素
朴
な
疑
問
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年

で
は
産
業
活
動
の
活
発
化
な
ど
に
起
因
し
、
大
気
汚
染
に
よ
る
地
球
の
温
暖
化
が
進
み
、
地
球
環
境
が
破
壊
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
異
常
気
象
に
よ
っ
て
極
域
や
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
雪
が
後
退
し
、
ま
た
海
面
の
上
昇
、
洪
水
、

熱
波
、
干
ば
つ
な
ど
の
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
も
い
ま
す
。
自
然
の
循
環
律
で
あ
り
命
理
学
の
論
拠
で
あ
る
陰

陽
五
行
論
は
、
そ
の
成
立
時
代
と
は
大
き
く
異
な
る
要
素
が
加
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
得
ま
す
。 

地
球
規
模
の
学
問
的
研
究
課
題
で
あ
る
た
め
、
明
確
な
理
論
及
び
多
数
の
実
命
例
に
基
づ
く
検
証
が
重
要
な

課
題
に
な
り
ま
す
が
、本
命
論
は
、四
季
が
な
い
北
半
球
の
熱
帯
域(

北
回
帰
線
と
赤
道
間
の
東
南
ア
ジ
ア
地
域)

に
て
誕
生
し
た
実
命(

複
数)

に
も
適
用
で
き
る
か
否
か
を
検
証
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

一
、
命
理
学
に
お
け
る
緯
度
と
季
節
の
相
関
関
係 

 

地
球
の
地
軸
は
公
転
面
の
法
線
に
対
し
て
二
十
三
度
二
十
六
分
傾
斜
し
、
太
陽
の
周
り
を
自
転
し
な
が
ら
公

転
し
て
い
る
た
め
に
、
一
日
に
昼
夜
が
あ
り
、
一
年
間
で
は
季
節
と
な
り
、
ま
た
、
地
球
上
の
各
地
点
で
は
緯

度
の
相
違
に
よ
る
太
陽
光
線
の
直
射
・
傾
斜
や
日
照
時
間
の
差
異
が
生
じ
、
加
え
て
地
球
の
大
地
と
海
洋
（
海

面
）
の
構
成
と
も
相
ま
っ
て
大
陸
性
気
候
・
海
洋
性
気
候
な
ど
の
夫
々
の
地
域
に
固
有
の
寒
暑
温
涼
燥
湿
の
気

候
と
風
土
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
大
別
す
れ
ば
、
太
陽
が
直
射
し
て
日
照
時
間
が
長
く
、
太
陽
光
の
照
射
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
多
量
に
受
け
る
地
域
が
熱
帯
域
と
な
り
、
次
い
で
温
帯
域
、
日
照
時
間
が
短
か
く
、
太
陽
光
照
射
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
少
な
い
地
域
が
寒
帯
域
と
な
る
の
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
な
お
、
左
図
は
そ
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
球
の
地
球
へ
の
吸
収
と
放
散
を
概
念
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。 

 

概
念
図
一
、
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
球
へ
の
吸
収
と
放
散 
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（
注
）
地
球
に
到
着
す
る
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
大
気
圏
外
で
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
．
三
八
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
地
表

で
は
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
程
度
と
な
る
。
ま
た
、
地
球
全
体
が
太
陽
か
ら
受
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
地
表
や
海
面
で
熱
に
変
わ
り
、
ご
く
一
部
が
熱
や
風
や
波
、
海
流
な
ど
を
起
こ
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
。
太

陽
の
表
面
放
射
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
う
ち
、
地
球
に
達
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
一
秒
当
た
り
四
二
兆
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。
《
出

展
：
『
新
・
太
陽
電
池
を
使
い
こ
な
す
』
（
桑
野
幸
徳
著 

講
談
社
）
》
。 

 

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
光
熱
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
地
球
に
達
し
、
地
球
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
形
而
上
五
行

の
形
で
全
地
球
規
模
で
遍
く
し
て
い
ま
す
。
太
陽
に
よ
り
地
球
に
照
射
さ
れ
る
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地
球
が

球
形
を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
赤
道
の
熱
帯
域
で
強
く
吸
収
さ
れ
て
お
り
、
極
域
で
の
太
陽
熱
熱
吸
収
が
少

な
い
寒
帯
域
が
形
成
さ
れ
ま
す
。
五
行
で
見
れ
ば
、
強
い
太
陽
光
線
が
降
り
注
ぐ
熱
暑
の
強
い
南
方
域
で
は
相

対
的
に
火
木
の
気
が
強
く
、
金
水
の
寒
冷
・
粛
殺
の
気
が
弱
く
な
り
、
反
対
に
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
照
射
が
少

な
く
な
る
高
緯
度
域
で
は
火
木
の
気
が
弱
く
、
寒
冷
粛
殺
の
気
が
強
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
命
理
で
は

寒
暖
燥
湿
の
調
和
で
あ
る
調
候(

水
火)

と
し
て
論
じ
ら
れ
、
高
緯
度
域
か
低
緯
度
か
に
よ
り
水
火
を
需
要
す
る

程
度
が
相
違
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

八
字
命
理
学
の
熱
帯
低
緯
度
域
か
ら
寒
帯
高
緯
度
域
ま
で
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
、
全
地
球
規
模
で
実
証

的
に
論
じ
た
命
書
を
私
は
知
り
ま
せ
ん
。
命
理
学
は
、
漢
方
医
学
と
同
様
に
陰
陽
五
行
論
を
基
盤
と
し
て
い
ま

す
。
木
火
土
金
水
の
五
行
に
つ
い
て
、
徐
楽
吾
氏
は
『
子
平
粋
言
』
に
お
い
て
次
の
如
く
説
い
て
い
ま
す 

「
行
者
流
行
。
五
行
者
天
地
間
五
行
流
行
之
氣
。
卽
春
夏
秋
冬
四
時
之
氣
候
。
寒
暑
温
涼
是
也
。
」 

「
五
行
爲
氣
候
之
代
名
詞
。
氣
候
之
變
遷
。
」 

す
な
わ
ち
、
木
火
土
金
水
の
五
行
は
、
循
環
す
る
四
季
（
＝
春
夏
秋
冬
季
）
と
前
後
の
季
が
交
脱
す
る
雑
気

(

＝
土
用)

の
代
名
詞
で
す
。
木
火
土
金
水
の
五
行
の
気
が
巡
ら
な
い
地
域(

四
季
の
な
い
熱
帯
地
域
、
寒
冷
な
地

域)

、
さ
ら
に
特
異
な
極
域
近
傍
で
も
適
用
可
能
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
赤
道
や
南
北
回
帰
線
直
下
や
北
極
南
極

の
特
異
点
の
場
合
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
疑
問
が
湧
い
て
き
ま
す
。 

 

さ
ら
に
徐
樂
吾
氏
は
「
緯
度
與
命
理
之
關
係
」
の
項
に
お
い
て
、
次
の
如
く
説
い
て
い
ま
す
。 

「
寒
暑
者
太
陽
直
照
與
斜
照
之
分
別
也
。
冬
至
一
陽
生
。
乃
太
陽
自
南
而
北
之
始
。
由
斜
射
而
直
照
也
。
夏
至

一
陰
生
。
乃
太
陽
自
北
而
南
之
始
。
由
直
照
而
斜
射
也
。
我
人
所
居
北
半
球
。
若
南
半
球
則
反
是
。
…
…
更
有

熱
帯
之
地
。
太
陽
光
線
終
年
直
射
。
有
木
火
土
而
無
金
水
。
寒
帯
乃
地
。
太
陽
光
線
終
年
斜
射
。
有
土
金
水
而

無
木
火
。
」 

四
季
の
あ
る
高
緯
度
域
か
ら
北
回
帰
線
近
く
の
地
域
の
五
行
の
有
り
様
に
ま
で
言
及
し
、
中
国
各
地
の
緯
度

（
北
緯
四
十
八
度
か
ら
北
緯
二
十
三
度
の
間
）
の
差
、
二
十
四
節
気
や
年
間
を
通
じ
て
の
気
温
の
差
異
を
比
較

分
析
し
、
次
の
如
く
取
り
纏
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
文
中
に
「
火
土
旺
四
個
月
」
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
火

と
土
が
同
時
に
旺
じ
る
こ
と
は
な
く
、
し
か
も
、
土
が
旺
じ
る
の
は
未
月
土
用
の
み
で
す
。 

(

一)

當
旺
時
期
之
申
縮
。
愈
北
、
則
木
火
當
旺
之
期
愈
縮
、
而
金
水
當
旺
之
期
愈
長
。
愈
南
、
則
木
火
當
旺
之

期
愈
長
、
而
金
水
當
旺
之
期
愈
短
。
應
作
如
下
觀
察
。 

從
北
緯
二
十
三
度
至
二
十
六
度
間
。
火
土
旺
四
個
月
。
水
旺
一
個
月
。
金
木
各
三
個
半
月
。 

從
北
緯
二
十
七
度
至
三
十
度
間
。
火
土
旺
四
個
月
。
水
旺
兩
個
月
。
金
木
各
三
個
月
。 

從
北
緯
四
十
一
度
至
四
十
四
度
間
。
水
旺
四
個
月
。
火
土
旺
兩
個
月
。
金
木
各
三
個
月
。 

從
北
緯
四
十
五
度
至
四
十
八
度
間
。
水
旺
四
個
月
。
火
土
旺
一
個
月
。
金
木
各
三
個
半
月
。 

(

二)

力
量
之
強
弱
愈
北
、
則
金
水
之
力
愈
強
、
而
火
土
之
力
愈
弱
。
愈
南
、
則
火
土
之
力
愈
強
、
而
金
水
之
力

愈
弱
。
譬
如
金
水
傷
官
、
生
於
冬
令
、
喜
見
官
煞
調
候
。
若
生
於
三
十
度
以
上
。
如
香
港
閩
侯
等
地
。
不
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足
以
取
貴
。
以
其
氣
候
温
和
、
不
需
要
官
煞
也
。
反
之
、
生
於
四
十
度
以
下
各
地
、
則
大
貴
。
愈
北
、
則

貴
愈
鉅
。
以
其
需
要
迫
切
。
病
重
得
藥
、
反
動
之
力
亦
鉅
也
。
木
火
傷
官
、
生
於
夏
令
、
必
須
佩
印
。
若

生
於
南
方(

三
十
度
上) 

則
大
貴
。
生
於
北
方
。(

四
十
度
下)

火
土
炎
爍
之
威
、
本
不
劇
列
。
需
要
水
潤
、
不

感
覺
其
迫
切
。
則
其
貴
亦
有
不
足
也
。
生
於
五
十
度
以
下
至
六
十
六
度
間
者
。
亦
可
以
此
理
推
之
。
至
若

赤
道
之
下
。
北
極
圏
内
。
劇
寒
劇
暑
。
五
行
不
全
。
天
然
氣
候
、
不
適
合
人
類
生
存
之
條
件
。
姑
置
不
論
可

也
。 

こ
の
論
が
全
面
的
に
正
確
で
あ
る
か
は
判
別
で
き
ま
せ
ん
。
具
体
的
に
如
何
に
実
命
に
適
用
す
る
の
か
も
不

明
確
で
実
命
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
初
め
て
命
理
学
に
緯
度
の
高
低
差
を
考
慮
し
た
解
法
が
提
示
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
古
書
か
ら
近
代
現
代
の
命
書
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
卓
見
で
あ
り
ま
す
。 

  

二
、
南
北
回
帰
線
間
で
の
干
支
の
取
り
方 

（一
） 

南
北
半
球
で
の
干
支
の
取
り
方 

故
武
田
考
玄
師
は
、
南
半
球
生
ま
れ
の
方
に
適
用
で
き
る
画
期
的
な
干
支
の
取
り
方
を
考
案
さ
れ
、
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
北
半
球
と
南
半
球
で
は
、
特
に
四
季
の
春
夏
秋
冬
が
正
反
対
と
な
る
こ
と
に
着
目
し
、
南
半
球

生
の
方
の
四
柱
干
支
を
定
め
る
も
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
『
未
来
予
知
学
と
し
て
の
四
柱
推
命
学
入
門
』(

武
田

考
玄
著 

秀
央
社)

に
あ
る
如
く
、
南
北
半
球
の
冬
至
二
至
の
関
係
は
、 

北
半
球
の
冬
至
＝
南
半
球
の
夏
至 

北
半
球
の
夏
至
＝
南
半
球
の
冬
至 

と
な
り
、
二
十
四
節
気
が
正
反
対
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
北
半
球
の
干
支
暦
に
よ
る
月
支
と
南
半
球
の
月
支

は
正
反
対
の
沖
と
な
る
支
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
二
十
四
節
気
が
逆
転
し
、
一
年
の
循
環
律
が
北
半
球
、
南
半

球
で
は
正
反
対
に
な
る
こ
と
か
ら
、
年
支
も
沖
に
な
る
支
と
す
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
日
支
も
同
じ
く
沖
の
支

と
す
る
の
は
、
北
半
球
は
南
側
の
日
当
た
り
が
よ
い
一
方
、
南
半
球
で
は
北
側
の
日
当
た
り
が
好
く
、
地
の
気

で
あ
る
地
支
と
太
陽
と
の
相
対
関
係
が
正
反
対
と
な
る
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
ま
す
。
時
支
は
一
日
の
地
球
の
自

転
に
基
づ
く
時
刻
で
あ
り
、
南
北
半
球
全
く
同
じ
と
な
り
ま
す
し
、
天
干
は
天
の
気
・
太
陽
の
気
で
あ
っ
て
、

太
陽
は
一
つ
し
か
な
い
た
め
、
南
北
半
球
で
の
時
柱
の
天
干
は
同
じ
に
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、
右
の
書
を
参
照

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
南
半
球
の
干
支
論
で
は
、
極
域
に
近
い
高
緯
度
域
（
寒
帯
域
）
や
、

北
回
帰
線
と
南
回
帰
線
間
の
熱
帯
域
で
の
干
支
の
取
り
方
な
ど
は
論
じ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
全
地
球
的
規
模
で

の
命
理
学
の
適
用
性
の
面
で
ま
だ
不
完
全
な
論
で
あ
り
ま
す
し
、
さ
ら
に
研
究
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

徐
楽
吾
氏
は
「
至
若
赤
道
之
下
。
北
極
圏
内
。
劇
寒
劇
暑
。
五
行
不
全
。
天
然
氣
候
、
不
適
合
人
類
生
存
之

條
件
。
姑
置
不
論
可
也
。
」
と
云
い
、
五
行
不
全
な
特
異
な
地
域
で
は
命
理
学
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

事
実
、
赤
道
直
下
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
生
ま
れ
の
二
十
代
か
ら
三
十
才
前
半
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
女
性
数
人
の
正
確

な
出
生
時
間
と
過
去
の
事
実
事
象
の
提
供
を
受
け
、
八
字
命
理
を
検
証
し
て
み
ま
し
た
が
、
命
理
と
事
実
事
象

が
符
合
す
る
命
は
一
造
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
確
か
に
こ
の
徐
樂
吾
氏
の
云
わ
れ
る
こ
と
は
正
論
で
あ
り
ま

す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
全
地
球
規
模
で
命
理
を
適
用
す
る
場
合
、
緯
度
で
ど
の
範
囲
ま
で
適
用
で
き
、
ど
こ

か
ら
は
適
用
で
き
な
い
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

右
の
内
容
と
関
連
し
、
視
覚
的
に
南
北
半
球
の
大
気
や
海
洋
の
循
環
・
運
行
を
次
の
写
真
一
、
図
二
に
示
す

こ
と
と
し
ま
す(

出
典
：
「
写
真
一
、
台
風
、
サ
イ
ク
ロ
ン
の
衛
星
の
画
像
」
「
図
二
、
南
北
半
球
で
の
高
気
圧

低
気
圧
の
渦
の
方
向
」
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ)

）
。 

 



4 
 

写
真
一
、
衛
星
写
真
で
見
る
サ
イ
ク
ロ
ン
・ハ
リ
ケ
ー
ン 

 
 
 

図
二
．
南
北
半
球
で
の
高
低
気
圧
の
渦
の
旋
回
方
向 

 
 
 
 
 

 

 

右
上
の
写
真
一
は
、
南
北
半
球
で
同
じ
時
期
に
発
生
し
た
サ
イ
ク
ロ
ン
・
ハ
リ
ケ
ー
ン
（
中
心
は
低
気
圧
。 

吸
い
込
む
渦
）
の
衛
星
写
真
で
、
南
北
半
球
で
正
反
対
に
旋
回
す
る
渦
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
右
下
の
図
二
は

南
北
半
球
で
の
高
低
気
圧
の
渦
の
方
向
を
示
し
、
Ｈ
は
高
気
圧
、
Ｌ
は
低
気
圧
を
意
味
し
、
矢
印
は
渦
の
回
転

方
向
を
示
し
ま
す
。
渦
は
南
北
半
球
で
正
反
対
で
、
図
四
に
示
す
五
行
の
循
環
の
方
向
と
一
致
し
て
い
ま
す
。 

 

図
三
、
世
界
の
海
流
の
旋
回
方
向 

 
 

 
 

 

(

注
）
①
黒
潮 

 

②
親
潮 

 

③
北
太
平
洋
海
流  

④
北
赤
道
海
流 

⑤
赤
道
反
流  

⑥
南
赤
道
海
流 

⑦
南
イ
ン
ド

海
流 

⑧
南
大
西
洋
海
流 

 

⑨
北
大
西
洋
海
流 

⑩
南
極
海
流 

⑪
カ
リ
フ
ォ
ニ
ア
海
流 

   
      

      
      

      
  

（出
典
：「世
界
の
主
な
海
流
」（国
土
交
通
省
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
） 
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熱
・
光
の
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
照
射
を
受
け
た
地
球
は
、
地
軸
が
二
十
三
度
二
十
六
分
傾
斜
し
公
転
し
て
い

る
こ
と
に
伴
う
照
射
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
不
均
一
性
と
、
海
洋
・
陸
地
、
地
形
な
ど
の
地
理
に
よ
っ
て
世
界
的
に

は
様
々
の
気
候
と
風
土
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
球
が
受
け
取
っ
た
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
海
水
・
雨
・
雲
な
ど

の
水
と
、
気
圧
差
に
よ
る
大
気
の
流
れ
・
風
に
よ
っ
て
循
環
し
て
お
り
、
そ
の
大
気
の
動
き
と
し
て
の
台
風(

ハ

リ
ケ
ー
ン
、
サ
イ
ク
ロ
ン
）
や
世
界
の
海
流
の
動
き
を
図
や
写
真
で
示
し
た
も
の
が
、
右
の
写
真
一
及
び
二
、

図
三
の
南
北
半
球
の
高
低
気
圧
の
渦
の
旋
回
方
向
で
あ
り
、
世
界
の
各
海
流
の
旋
回
し
て
い
る
方
向
で
す
。 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
現
象
は
い
ず
れ
も
球
体
で
あ
る
地
球
が
公
転
・
自
転
し
、
ま
た
重
力(

万
有
引
力)

が
作

用
し
て
起
こ
る
も
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
は
赤
道
を
分
界
と
す
る
南
北
半
球
の
季
節
が
南
北
で
正
反
対
に
な
る

こ
と
と
も
一
致
し
ま
す
。
左
は
、
南
北
回
帰
線
間
で
太
陽
の
緯
度
高
度
が
変
化
す
る
四
季
（
五
行
の
木
火
土
金

水
）
の
巡
り
で
示
す
場
合
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
南
北
半
球
で
の
逆
転
に
伴
い
、
木
火
土
金
水
の
五
行
の
循

環
が
逆
に
な
り
ま
す
。
南
北
半
球
で
の
五
行
循
環
の
方
向
と
大
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動
き
・
旋
回
の
方
向
が

一
致
し
て
い
ま
す
。
太
陽
や
星
座
の
運
行
を
長
年
に
わ
た
り
観
測
し
て
き
た
古
人
や
近
賢
先
達
は
、
太
陽
が
左

周
り
に
自
転
し
地
球
が
左
周
り
に
公
転
し
て
い
る
の
を
陽
と
し
、
左
図
に
示
し
て
い
る
如
く
、
北
半
球
で
の
五

行
は
右
周
り
で
陰
、
南
半
球
で
は
反
対
の
左
周
り
の
陽
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

図
四
、
赤
道
に
垂
直
に
観
た
南
北
半
球
の
五
行
の
循
環 

                  

（参
考
） 

右
と
左
の
科
学 

〇
太
陽
は
左
周
り
に
自
転
し
て
い
る
。
太
陽
系
の
水
星
、
金
星
、
地
球
、
火
星
等
の
惑
星
は
全
て
同
一
の
左
回
り
に
公

転
し
て
い
る
。
ま
た
、
惑
星
の
自
転
は
、
金
星
、
天
王
星
、
冥
王
星
が
右
回
り
の
ほ
か
は
全
て
左
回
り
で
あ
る
。 

〇
人
間
は
骨
格
や
筋
肉
、
目
鼻
耳
な
ど
の
感
覚
器
は
左
右
対
称
で
あ
る
が
、
消
化
器
、
循
環
器
、
呼
吸
器
の
い
わ
ゆ
る

内
臓
は
左
右
非
対
称
で
あ
る
。 

〇
動
物
が
植
物
や
他
の
動
物
を
食
べ
て
得
ら
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
は
み
な
右
螺
旋
で
あ
る
。 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

（ 

出
典
：
『
左
と
右
の
科
学
』
（
富
永
裕
久
著 

ナ
ツ
メ
社
）
） 

 

赤道 / 太陽（火＝熱）

帯） 

極域（水＝寒冷） 

水（北方） 

木（東方） 

火（南方） 

火（北方） 

土 

(四季の交

雑の季) 

土 

(四季の交

雑の季) 

金（西方） 

南半球 

木（東方） 金（西方） 

水（南方） 

極域（水＝寒冷） 

北半球 
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（二
） 

南
北
回
帰
線
間
で
の
干
支
の
取
り
方 

 
次
に
、
時
期
に
よ
っ
て
太
陽
光
線
の
照
射
す
る
方
向
が
変
わ
る
南
北
回
帰
線
間
の
地
域
で
の
干
支
の
取
り
方

を
考
察
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
熱
帯
域
の
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
に
三
年
間
生
活
し
、
南
方
域
固
有
の
灼
熱
の
太
陽

や
気
候
風
土
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
地
球
と
の
相
対
関
係
で
あ
る
太
陽
に
着
目
す
れ
ば
、
肌
に
差
し
込
む
よ
う

な
太
陽
光
線
の
強
さ
で
あ
り
、
ま
た
光
線
は
季
節
に
よ
り
北
か
ら
も
照
射
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
年

に
二
回
太
陽
が
頭
の
直
上
か
ら
照
射
し
自
分
の
影
が
全
く
な
い
と
い
う
日
本
で
は
起
こ
り
得
な
い
こ
と
を
経
験

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
が
北
緯
約
一
四
度
の
北
回
帰
線(

北
緯
二
十
三
度
二
十
六
分)

よ
り
南
方

に
位
置
す
る
た
め
に
起
こ
る
も
の
で
、
太
陽
の
位
置
が
南
か
ら
北
上
す
る
間
に
、
ま
た
北
回
帰
線(

夏
至)

に
達

し
た
後
、
南
下
す
る
際
に
起
こ
る
現
象
で
す
。 

  

図
五
、
太
陽
の
位
置
と
太
陽
光
の
照
射
方
向 

                         

命
理
学
上
の
干
支
は
、
太
陽
と
地
球
の
運
行
と
地
球
上
の
位
置
（
地
点
）
関
係
に
基
づ
く
太
陽
光
線
の
照
射

方
向
に
決
定
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

地点④ 

地点⑤ 

地点② 

地点① 

地点③ 

地点⑥ 

太陽 B 

太陽 D（冬至） 

太陽 C 

太陽 A（夏至） 

南 極 

赤道 

北 極 

北半球 

北回帰線 

（北緯 23.5°） 

南半球 

南回帰線 

（南緯 23.5°） 
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図
六
―
一
年
十
二
ケ
月
の
太
陽
赤
緯 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

至 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

 

冬 

 
 

 

線 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

線 

 

帰 
 
 
 
 
 
 
 
 

道 
 
 
  
 
 
 
 

 

帰 

  

回                 
 

赤                 

回 

 

北 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

南 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秋 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

7/21 

至 夏 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

分 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

春 

    
 
 

20° 
 

10° 
 
 

0° 
 

-10° 
 

 

-20° 
  
  
  
  
 

 
 

          

寅月 卯月 辰月 

/土用 

巳月 午月 未月 

/土旺 

申月 酉月 戌月 

/土用 

亥月 子月 丑月 

/土用 

実
命
例
四 

女
命
（
北
緯
一
三
．
五
度
） 

一
九
七
三
・
七
・
二
一
・
未
刻
生 

  
 

癸 

丑 
 

大
運 

六
才
庚
申 

 
 

己 

未 
 
 
 

一
六
才
辛
酉 

 
 

戊 

子 
 
 
 

二
六
才
壬
戌 

 
 

己 

未 
 
 
 

三
六
才
癸
亥 
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図
五
の
概
念
図
は
、
地
球
上
の
地
点
と
太
陽
の
位
置
に
よ
り
、
太
陽
光
線
が
ど
ち
ら
の
方
向
か
ら
照
射
す
る

か
を
示
す
も
の
で
す
。
図
五
の
地
点
①
～
⑥
で
は
、
太
陽
の
位
置
に
よ
り
照
射
の
方
向
は
次
の
如
き
相
違
を
生

じ
ま
す
。 

（
１
）
北
回
帰
線
（
北
緯
二
三
．
五
度
以
北
）
よ
り
高
緯
度
の
地
点
① 

  

必
ず
太
陽
光
線
は
南
側
か
ら
照
射
し
、
影
は
北
側
に
で
き
ま
す
。 

（
２
）
南
北
回
帰
線
間
の
地
点
②
～
⑤ 

  

太
陽
光
線
は
、
時
期
と
そ
の
地
点
に
よ
り
南
側
か
ら
、
ま
た
は
北
側
か
ら
照
射
し
ま
す
。
例
え
ば
、 

太
陽
が
Ａ
に
位
置
す
る
夏
至
（
六
月
二
十
一
、
二
十
二
日
頃
）
に
は
、
北
回
帰
線
と
赤
道
の
間
に
位 

置
す
る
地
点
②
③
に
お
い
て
は 

北
半
球
で
あ
っ
て
も
太
陽
光
線
は
北
側
か
ら
照
射
し
、
影
は
南
側 

に
で
き
ま
す
。
ま
た
、
太
陽
が
Ｂ
の
位
置
に
あ
る
場
合
、
北
半
球
に
位
置
す
る
地
点
②
で
は
南
か
ら 

照
射
さ
れ
、
地
点
③
で
は
太
陽
光
は
北
側
か
ら
照
射
し
ま
す
。 

太
陽
が
Ｃ
に
位
置
す
る
場
合
、
地
点
①
～
③
で
は
太
陽
光
は
南
側
か
ら
照
射
し
、
地
点
④
で
は
南
半 

球
で
あ
っ
て
も
南
側
か
ら
照
射
し
、
か
た
や
地
点
⑤
⑥
で
は
北
側
か
ら
照
射
し
ま
す
。 

（
３
）
南
回
帰
線
（
南
緯
二
十
三
度
二
十
七
分
）
よ
り
高
緯
度
の
地
点
⑥ 

太
陽
が
回
帰
線
を
超
え
て
下
降
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
太
陽
光
は
必
ず
北
側
か
ら
照
射
し
、

影
は
必
ず
南
側
に
で
き
ま
す
。 

図
六
は
、
南
北
回
帰
線
間
の
地
球
上
の
位
置
（
緯
度
）
と
時
期
（
月
日
）
に
よ
り
、
太
陽
光
線
の
方
向
が
相

違
す
る
こ
と
を
太
陽
赤
緯
に
よ
り
理
解
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

既
述
の
と
お
り
、
地
球
は
、
自
転
軸
に
対
し
二
十
三
度
二
十
六
分
傾
斜
し
て
、
一
日
に
一
回
転
（
自
転
）
し

な
が
ら
、
太
陽
の
周
り
を
一
年
で
一
周
（
公
転
）
し
て
い
ま
す
。
こ
の
傾
斜
角
度
が
一
定
で
あ
る
た
め
、
太
陽

光
線
と
地
球
の
赤
道
面
と
の
角
度
が
地
球
の
公
転
に
よ
っ
て
変
化
す
る
の
で
す
。
年
間
の
月
日
に
よ
っ
て
図
六

の
青
い
線
で
示
す
通
り
変
化
し
ま
す
。
こ
の
角
度
を
太
陽
赤
緯
と
い
い
、
そ
の
値
は
、
毎
年
六
月
二
十
一
、
二

十
二
日
頃
の
夏
至
に
二
十
三
度
二
十
六
分
、
十
二
月
二
十
一
、
二
十
二
日
頃
の
冬
至
に
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
三
度

二
十
六
分
、
春
分
と
秋
分
に
は
ゼ
ロ
度
と
な
り
、
こ
れ
は
世
界
共
通
と
な
り
ま
す
。
こ
の
図
六
か
ら
見
て
も
分

か
る
通
り
、
実
命
例
四
の
命
が
誕
生
し
た
北
緯
一
三
．
五
度
の
位
置
で
は
、
巳
月
か
ら
申
月
に
か
け
て
、
太
陽

光
は
北
か
ら
照
射
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
当
人
の
生
日
の
七
月
二
十
一
日
の
太
陽
赤
緯
は
、
約

二
十
度
半
位
に
あ
り
、
生
誕
地
の
一
三
．
五
度
の
位
置
よ
り
太
陽
は
北
側
に
あ
る
の
で
す
。 

 

具
体
的
に
地
点
①
～
⑥
の
干
支
は
、
ど
の
よ
う
に
取
れ
ば
よ
い
か
、
次
に
例
示
し
ま
す
。
な
お
、
そ
の
地
点

が
、
南
北
回
帰
線
間
を
含
む
東
経
一
二
一
度
線
の
陸
地
上
に
あ
り
、
「
図
五
、
太
陽
の
位
置
と
太
陽
光
の
照
射

方
向
」
で
太
陽
Ｂ
の
位
置
・
時
期
を
仮
定
し
ま
す
。
東
経
一
二
一
度
上
に
あ
る
国
は
北
か
ら
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、

台
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
す
。
今
、
仮
に
東
経
一
二
一
度
線
上
、
太
陽
Ｂ

の
位
置
で
太
陽
が
南
中
す
る
時
間
を
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
年
）
四
月
二
十
日
正
午
と
仮
定
し
ま
す
。
そ

の
場
合
の
干
支
は
、
左
の
よ
う
に
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

⑴ 

地
点
①
②
の
場
合 

万
年
暦
に
よ
る
年
月
日
時
の
通
常
の
北
半
球
で
の
干
支
の
取
り
方
で
宜
し
く
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

庚 

寅 

庚 

辰(

土
） 

庚 

子 

壬 

午 
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⑵ 

地
点
③
の
場
合 

北
半
球
に
あ
っ
て
も
こ
の
当
日
は
、
太
陽
光
が
北
側
か
ら
照
射
す
る
た
め
、
日
支
だ
け
子
支
と
沖
に
な
る
午 

支
に
変
換
し
、
次
の
如
く
な
り
ま
す
。 

庚 
寅 

庚 

辰(
土
） 

庚 

午 

壬 

午 

 

⑶ 

地
点
④
⑤
⑥
の
場
合 

南
半
球
干
支
の
取
り
方
に
よ
る
。 

庚 

申 

庚 

戌(

土
） 

庚 

午 

壬 

午 
  

ま
た
、
仮
に
東
経
一
二
一
度
線
上
、
太
陽
Ｃ
の
位
置
で
太
陽
が
南
中
す
る
時
期
を
、
二
〇
一
〇
年
（
平
成
二

十
二
年
）
十
月
二
十
日
正
午
と
仮
定
し
ま
す
。
そ
の
場
合
の
干
支
は
左
の
よ
う
に
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

⑴ 

地
点
①
②
③
の
場
合 

通
常
の
万
年
暦
に
よ
る
年
月
日
時
の
干
支
の
取
り
方
で
宜
し
く
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

庚 

寅 

丙 

戌(

金
） 

癸 

卯 

戊 

午 

 

⑵ 

地
点
④
の
場
合 

南
半
球
干
支
で
、
か
つ
、
こ
の
当
日
は
太
陽
光
が
南
側
か
ら
照
射
す
る
た
め
、
日
支
は
北
半
球
と
同
じ
卯
支 

と
な
り
、
次
の
如
く
な
り
ま
す
。
同
じ
南
半
球
に
あ
っ
て
も
、
次
の
⑶
の
四
柱
八
字
と
日
支
が
相
違
す
る
の 

で
す
。 

庚 

申 

丙 

辰(

木
） 

癸 

卯 

戊 

午 
 ⑶ 

地
点
⑤
⑥
の
場
合 

南
半
球
干
支
の
取
り
方
に
よ
る
。 

庚 

申 

丙 

辰(

木
） 

癸 

酉 

戊 

午 
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既
に
徐
楽
吾
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
特
異
な
地
域
で
あ
る
、 

⒜
赤
道
直
下
近
傍
で
生
ま
れ
た
場
合 

⒝
南
北
回
帰
線
間
の
地
域
生
で
あ
り
、
太
陽
が
そ
の
直
上
に
来
た
時
期
に
生
ま
れ
た
場
合 

⒞
陽
が
沈
ま
な
い
白
夜
の
極
域
で
生
ま
れ
た
場
合 

な
ど
は
如
何
に
干
支
を
取
れ
ば
よ
い
か
で
す
。
徐
楽
吾
氏
が
言
わ
れ
る
如
く
、
「
五
行
不
全
」
な
こ
れ
ら
の

地
域
で
は
、
現
在
の
命
理
学
は
適
用
で
き
な
い
と
思
料
さ
れ
ま
す
。 

  

（三
） 

北
回
帰
線
と
赤
道
間
の
熱
帯
域
の
命
理 

命
理
学
に
は
、
未
だ
不
合
理
に
し
て
混
乱
し
、
解
明
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
々
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
球
規

模
で
の
命
理
学
の
適
用
性
如
何
も
そ
の
一
つ
で
す
。特
に
熱
帯
域
生
ま
れ
の
方
々
に
命
理
学
が
適
用
で
き
る
か
、

国
際
協
力
の
関
係
で
タ
イ
国
に
派
遣
さ
れ
た
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、
北
半
球
南
方
域
で
生
ま
れ
た
方
々
の
ご
協

力
を
得
て
、
実
造
を
収
集
し
解
析
し
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
完
璧
な
も
の
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
赤
道
と
北
回
帰

線
間
の
地
域
で
の
干
支
の
取
り
方
と
実
命
造
例
は
、
真
摯
な
命
理
学
の
研
究
者
・
同
好
の
士
に
は
有
益
で
あ
る

と
確
信
し
、
敢
え
て
私
の
試
論
を
公
開
公
表
す
る
も
の
で
す
。 

 

徐
楽
吾
氏
が
『
子
平
粋
言
』
で
云
わ
れ
て
い
る
「
愈
南
、
則
火
土
之
力
愈
強
、
而
金
水
之
力
愈
弱
。
」
《
南

に
行
く
ほ
ど
、
火
土
の
力
が
強
く
な
り
、
か
た
や
、
金
水
の
力
は
弱
く
な
る
》
と
い
う
論
は
、
確
か
に
火
の
強

い
南
方
生
ま
れ
の
人
は
、
歴
史
・
文
化
や
民
族
的
な
相
違
な
ど
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
一
般
的
に
南

方
五
行
の
火
の
口
唇
が
大
き
く
厚
く
、
陽
気
で
楽
天
的
、
お
し
ゃ
べ
り
な
人
が
多
く
、
ま
た
早
熟
の
傾
向
が
あ

る
と
い
う
火
の
特
性
を
多
く
受
有
し
て
い
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、
日
本
人
で
も
南
方
に
数
年
間
移
り
住
む
と
、

白
髪
や
ハ
ゲ
に
な
っ
た
り(

水
の
剋
傷)

、
皮
膚(

土
金)

が
老
化
し
や
す
い
な
ど
、
熱
帯
域
で
は
相
対
的
に
火
の

気
が
強
く
、
金
の
粛
殺
と
水
の
寒
冷
の
気
が
弱
め
ら
れ
る
気
候
風
土
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
各
五
行
の

月
令(

旺
令)

の
期
間
と
緯
度
と
の
関
係
は
、
定
性
的
定
量
的
に
実
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
熱
帯
域
の

定
性
的
な
特
性
と
し
て
、
暑
熱
に
係
わ
る
火
旺
令
の
期
間
が
長
く
強
く
、
反
対
に
寒
冷
の
金
水
の
旺
令
の
期
間

が
短
く
衰
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

本
論
で
は
、
こ
の
課
題
の
究
明
に
効
果
的
に
取
り
組
む
た
め
、
次
の
如
き
大
胆
な
定
性
的
な
仮
定
を
し
、
熱

帯
域
命
論
の
展
開
、
検
証
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。 

 

① 

命
理
学
は
、
温
帯
域
と
同
様
、
熱
帯
域
生
の
人
々
に
対
し
て
も
適
用
可
能
で
あ
る
。 

② 

熱
帯
域
で
は
、
四
季
の
あ
る
温
帯
域
で
の
五
行
の
旺
衰
の
見
方
を
変
え
て
、
定
性
的
に
木
火
の
気
が
温
帯

域
に
比
べ
て
強
く
、
反
対
に
金
水
の
気
が
弱
く
な
る
と
観
る
も
の
と
す
る
。 

③ 

南
北
回
帰
線
は
、
太
陽
と
地
球
が
運
行
す
る
上
で
の
特
異
な
緯
線
で
あ
る
と
同
時
に
、
命
理
学
上
は
熱
帯

域
と
温
帯
域
の
分
界
線
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
北
半
球
で
の
干
支
の
取
り
方
は
、
同
一
経
線
上
の
同
じ
年

月
日
時
間
で
あ
っ
て
も
、 

⑴ 

北
回
帰
線
以
北
の
温
帯
域 

⑵ 

北
回
帰
線
と
赤
道
の
間
の
熱
帯
域 

に
よ
り
分
別
さ
れ
る
。こ
の
⑵
の
地
域
で
は
、太
陽
光
の
照
射
の
方
向
を
見
極
め
た
上
で
日
支
を
定
め
る
。 

④ 

南
北
両
半
球
の
分
界
で
あ
る
赤
道
直
下
と
そ
の
近
傍
地
域
や
高
緯
度
の
特
異
地
域
で
は
、
現
在
の
命
理
理

論
は
適
用
で
き
な
い
。 
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（四
）微
笑
み
の
国
タ
イ
で
の
命
理
検
証 

⑴
熱
帯
域
タ
イ
国
の
気
候
と
風
土 

南
北
回
帰
線
間
の
熱
帯
域
へ
の
命
理
学
の
適
用
可
能
性
を
検
証
す
る
た
め
、
熱
帯
域
に
位
置
す
る
タ
イ
の

方
々
の
命
造
を
看
る
こ
と
と
し
ま
す
が
、
そ
の
前
に
先
ず
タ
イ
国
の
気
候
風
土
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。
な
お
、
一
九
八
五
年
十
二
月
か
ら
一
九
九
八
年
十
二
月
ま
で
の
三
年
間
、
タ
イ
国
の
首
都
バ
ン

コ
ク
に
勤
務
し
て
い
た
た
め
、
生
活
実
感
も
含
め
な
が
ら
記
述
し
ま
す
。 

 

⒜
地 

理 

タ
イ
国
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
陸
は
マ
レ
ー
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ラ
オ
ス
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
四
カ
国
と
国
境
を
接
し
、
約
五
十
一
万
三
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
日
本
の
約
一
・
四
倍
の
広
さ

の
国
土
を
有
す
る
。
首
都
バ
ン
コ
ク
は
、
タ
イ
総
人
口
の
約
一
〇
％
に
当
た
る
六
百
万
人
が
住
み
、
市
内
に
は

高
層
ビ
ル
が
林
立
し
、
道
路
が
縦
横
に
走
り
、
車
や
人
で
喧
噪
と
す
る
大
都
会
で
す
。
北
緯
約
一
四
度
、
東
経

約
一
〇
一
度
に
あ
り
、
東
京
の
北
緯
三
五
度
四
〇
分
よ
り
、
約
二
二
度
南
方
に
位
置
し
て
い
る
。
な
お
、
タ
イ

国
の
標
準
時
は
東
経
一
〇
五
度
に
あ
り
、日
本
の
明
石
の
東
経
一
三
五
度
よ
り
三
〇
度
の
経
度
差
が
あ
る
た
め
、

日
本
と
二
時
間
の
時
差(

遅
れ)

が
あ
り
ま
す
。 

⒝
気 

候 

タ
イ
の
気
候
は
、
五
～
十
月
の
雨
季
と
十
一
月
～
五
月
の
乾
季
に
大
別
さ
れ
る
。
乾
季
は
さ
ら
に
十
一
月
～

二
月
の
寒
季
と
、
三
月
～
五
月
の
暑
季
に
分
け
ら
れ
、
基
本
的
に
は
、
寒
季
→
暑
季
→
雨
季
の
三
季
が
あ
る
。

タ
イ
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
バ
ン
コ
ク
の
気
温
は
左
表
の
通
り
、
年
間
で
最
も
気
温
が
低
く
な
る
寒
季
で
さ

え
、
月
平
均
気
温
は
二
〇
℃
以
下
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
日
中
の
月
平
均
最
高
気
温
は
三
〇
℃
前
後
と
な
る
。

し
か
し
、日
本
と
比
べ
て
湿
度
が
低
い
た
め
過
ご
し
や
す
く
、寒
季
は
タ
イ
の
最
も
快
適
な
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
。

こ
の
た
め
寒
冷
の
欧
州
各
国
か
ら
の
避
寒
の
た
め
の
観
光
客
が
多
く
訪
れ
、
長
期
滞
在
し
て
い
ま
す
。 

 

表
一 

タ
イ
・バ
ン
コ
ク
の
気
候
（一
九
九
五
年
） 

                 

雨量(mm) 月平均気温(℃) 

  月 年間 月平均 最低 最高 

1694.0 

3.8 27.1 36.0 
4 月 

（暑季） 

385.2 25.4 32.6 
8 月 

（雨季） 

4.0 22.0 31.2 
12 月 

（寒季） 
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暑
季
に
な
る
と
気
温
は
四
〇
℃
を
超
え
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
、
日
向
で
は
、
極
め
て
強
い
直
射
日
光
が

皮
膚
を
射
貫
く
よ
う
に
感
じ
る
。
特
に
タ
イ
で
最
も
暑
い
時
期
と
い
わ
れ
る
、
四
月
下
旬
の
「
ソ
ン
ク
ラ
ー
の

水
掛
け
祭
り
」
の
頃
に
は
、
正
午
に
も
な
る
と
太
陽
光
が
直
上
か
ら
照
射
す
る
た
め
、
日
本
で
は
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
日
射
に
よ
る
自
分
自
身
の
陰
が
全
く
無
く
な
る
。 

 

バ
ン
コ
ク
の
年
間
の
降
水
量
は
、
一
七
〇
〇
ミ
リ
位
で
雨
季
に
集
中
し
て
い
る
。
雨
季
と
い
っ
て
も
、
日
本

の
梅
雨
時
の
よ
う
に
雨
が
一
日
中
シ
ト
シ
ト
と
降
る
の
で
は
な
く
、
大
体
決
ま
っ
た
時
刻
に
一
時
間
位
の
激
し

い
ド
シ
ャ
降
り
の
ス
コ
ー
ル
が
あ
る
。
激
し
い
ス
コ
ー
ル
が
長
く
続
く
と
、
バ
ン
コ
ク
市
内
の
道
路
は
大
量
の

雨
水
に
よ
っ
て
河
川
の
よ
う
に
な
り
、
普
通
の
状
態
で
も
車
の
渋
滞
が
ひ
ど
い
の
に
、
さ
ら
に
激
し
い
大
渋
滞

が
起
こ
り
、
場
所
に
よ
っ
て
は
交
通
網
が
完
全
に
麻
痺
し
ま
す
。 

 

⒞
社
会
・
文
化
及
び
タ
イ
人
気
質 

タ
イ
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
穀
倉
地
帯
で
、
果
物
や
魚
等
の
収
穫
物
も
多
く
、
た
と
え
貧
乏
で
あ
っ

て
も
餓
え
て
死
ぬ
と
い
う
よ
う
な
飢
饉
の
経
験
は
な
く
、
ま
た
外
国
に
国
土
を
征
服
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
を

誇
り
に
し
て
い
る
。
国
民
は
皇
室
を
敬
う
立
憲
君
主
国
で
あ
り
、
ま
た
、
仏
教
国
で
国
民
の
九
十
四
％
が
仏
教

徒
、
各
都
市
に
は
多
数
の
壮
麗
な
仏
教
寺
院
が
そ
び
え
立
ち
、
人
々
の
信
仰
心
も
厚
い
。
初
等
教
育
の
就
学
率

は
九
七
、
八
％
に
達
し
、
成
人
の
識
字
率
は
男
九
六
％
、
女
九
二
％
。
民
族
の
構
成
は
タ
イ
族(

七
五
％)

、
ラ

オ
族
、
中
国
系
な
ど
で
、
国
の
経
済
は
華
僑
・
華
人
が
握
っ
て
い
る
。 

楽
天
的
で
の
ん
び
り
し
た
タ
イ
人
の
気
質
は
〝
マ
イ
ペ
ン
ラ
イ
〟
と
い
う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
。
何
で
も
な

い
よ
、
気
に
し
な
い
よ
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。
あ
く
せ
く
し
て
も
始
ま
ら
な
い
、
待
ち
合
わ
せ
の
時

間
に
遅
れ
て
も
、
仕
事
に
ミ
ス
が
あ
っ
て
も
、
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
〝
マ
イ
ペ
ン
ラ
イ
〟
。
ま
た
、
タ
イ
は
〝
微

笑
の
国
〟
と
も
言
わ
れ
る
。
相
手
の
目
を
見
つ
め
、
自
然
に
ニ
コ
ッ
ー
と
笑
う
。
実
に
美
し
く
、
大
変
よ
い
印

象
を
与
え
る
も
の
で
す
。
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
の
こ
と
を
タ
イ
語
で
ク
ル
ン
テ
ー
プ
と
言
い
、
「
天
使
の
都
」

の
意
で
す
。
天
使
達
の
微
笑
は
余
り
に
美
し
く
魅
力
的
で
し
た
。 

  

⑵
タ
イ
人
実
命
例 

 

タ
イ
国
は
北
緯
二
三
．
五
度
の
北
回
帰
線
と
赤
道
と
の
間
に
あ
り
、
北
半
球
に
位
置
し
な
が
ら
そ
の
生
年
月

日
に
よ
っ
て
は
太
陽
光
が
南
側
か
ら
照
射
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
反
対
に
、
北
側
か
ら
照
ら
し
て
日
蔭
は
南

側
に
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
に
干
支
を
取
れ
ば
良
い
か
は
「
南
北
回
帰
線
間
の
干

支
の
取
り
方
」
の
項
で
既
に
述
べ
た
通
り
で
す
。 

熱
帯
域
生
ま
れ
の
タ
イ
人
に
命
理
学
が
適
用
可
能
か
は
、
特
に
照
暖
の
火
と
寒
冷
の
水
に
着
目
し
、
日
干
が

水
か
火
で
あ
る
命
造
を
中
心
に
選
び
、
現
代
命
理
理
論
に
よ
る
解
命
と
事
実
事
象
と
の
符
合
を
確
認
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。
い
ず
れ
の
命
造
も
、
本
人
と
直
接
面
談
し
、
生
年
月
日
時
及
び
容
姿
、
過
去
の
事
実
事
象
等

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
信
頼
性
の
高
い
四
柱
八
字
・
事
象
の
事
例
で
あ
り
ま
す
。 

  

実
命
例
一 

女
命 

一
九
五
八
年(

昭
和
三
十
三
年)

）
九
月
二
十
二
日
午
前
０
時
三
十
分(

真
生
時) 

 

タ
イ
国
・
ス
ラ
タ
ニ(

北
緯
九
度
、
東
経
一
〇
一
度) 

生 

北
回
帰
線
と
赤
道
の
間
の
地
域
で
す
。
九
月
二
十
二
日
は
翌
日
が
秋
分
の
日
で
あ
り
、
か
つ
、
北
緯
九
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
図
六
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
太
陽
光
が
南
か
ら
照
射
す
る
年
月
日
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
単
純
に
北
半
球
の
干
支
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 
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戊 

戌 
 

大
運 

四
才
庚
申 

四
四
才
丙
辰 

辛 
酉 

 
 
 

一
四
才
己
未 

五
四
才
乙
卯 

壬 
寅 

 
 
 

二
四
才
戊
午 

六
四
才
甲
寅 

庚 

子 
 
 

✧
三
四
才
丁
巳 

七
四
才
癸
丑 

 

（
解 

命
） 

壬
日
酉
月
金
旺
生
の
辛
金
が
透
干
す
る
印
綬
格
の
命
で
す
。
立
運
は
約
四
才
六
ヶ
月
。
年
支
戌
土
に
は
湿
の

気
が
あ
る
た
め
、
年
柱
戊
戌
土
は
月
柱
辛
酉
金
を
生
じ
、
日
干
に
有
情
有
力
な
金
は
日
干
壬
水
に
流
行
し
、
金

白
水
清
の
形
を
な
し
ま
す
。
こ
の
日
干
壬
は
時
支
子
水
に
通
根
し
、
加
え
て
、
月
柱
の
旺
強
な
辛
酉
及
び
時
干

の
庚
金
は
日
干
壬
水
を
強
め
、
時
干
庚
金
は
坐
下
の
子
水
を
強
化
す
る
の
で
す
。
年
柱
の
戊
戌
土
は
、
当
然
、

壬
水
を
制
水
で
き
ず
、
か
つ
、
洩
身
す
る
食
傷
・
木
の
気
勢
が
強
く
な
い
た
め
、
日
干
壬
は
強
と
な
り
ま
す
。

こ
の
日
干
壬
と
時
支
子
水
は
、
日
支
寅
中
の
甲
木
食
神
に
流
通
す
る
も
の
の
、
命
中
に
丙
火
財
が
な
く
、
断
節

す
る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。
年
柱
か
ら
土
金
水
と
順
流
流
行
し
て
来
た
五
行
の
流
れ
が
寅
木
で
止
ま
る
の
で

す
。
古
典
命
理
で
は
、
日
支
寅
中
に
は
中
気
丙
火
が
蔵
さ
れ
調
候
の
役
を
果
た
す
と
看
る
も
の
で
す
が
、
壬
日

酉
月
に
は
調
候
は
不
要
で
あ
り
、ま
た
寅
支
に
は
丙
火
は
蔵
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。用
神
は
印
太
過
を
抑
え
、

か
つ
、
丙
壬
不
離
と
も
云
わ
れ
る
丙
と
取
り
た
い
も
の
の
命
中
に
な
く
、
や
む
な
く
日
支
寅
中
の
甲
と
取
り
ま

す
。
寅
中
甲
木
は
、
月
支
旺
令
の
酉
金
か
ら
剋
さ
れ
て
い
て
も
、
日
干
壬
水
及
び
時
支
子
水
の
通
関
も
あ
り
、

甲
木
は
強
化
も
さ
れ
て
い
る
。
喜
神
は
木
火
、
忌
神
は
金
水
、
日
干
の
両
側
に
印
が
近
貼
す
る
た
め
一
応
閑
神

と
し
ま
す
が
、
陰
湿
の
己
土
で
は
、
湿
土
生
金
・
金
生
水
し
て
日
干
壬
水
を
強
め
る
忌
を
為
す
の
で
す
。
命
中

で
は
食
傷
生
財
と
繋
が
り
ま
せ
ん
が
、
食
神
の
日
支
寅
木
は
本
命
に
と
っ
て
重
要
な
元
機
で
す
。
配
偶
支
に
こ

の
寅
木
が
あ
る
ゆ
え
、
南
方
火
旺
運
を
巡
れ
ば
、
旺
強
な
金
を
剋
制
し
な
が
ら
、
喜
の
食
傷
生
財
へ
と
繋
が
る

の
で
す
。
な
お
、
本
命
は
、
出
生
地
が
北
緯
九
度
の
南
方
域
で
あ
る
た
め
、
温
帯
域
の
場
合
に
比
べ
、
夏
季
は

長
く
か
つ
火
勢
は
も
っ
と
強
い
と
観
る
べ
き
で
し
ょ
う
。 

命 

格:
 

印
綬
格 

用 

神:
 

や
む
な
く
甲 

喜 

神:
 

木
火 

忌 

神:
 

金
木
、
己 

閑 

神:
 

戊(

忌
に
近
い) 

調 

候:
 

不
要 

大
運
を
観
ま
す
と
、
忌
神
の
西
方
運
よ
り
喜
神
の
南
方
運
を
巡
り
、
さ
ら
に
東
方
用
神
運
に
進
む
た
め
、
前

濁
中
後
半
清
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
本
命
を
観
た
の
は
、
仏
歴
二
五
四
一
年
（
西
暦
一
九
九
八
年
、
日
本
の
元

号
で
は
平
成
十
年
）
の
満
三
九
才
時
、
大
運
丁
巳
の
南
方
の
喜
神
運
に
あ
り
ま
し
た
。 

 

〈
事
実
事
象
〉 

○
容 

姿
‥
小
柄
で
き
ゃ
し
ゃ
、
太
ら
ず
、
や
せ
て
も
い
な
い
。
眼
が
大
き
め
で
少
し
出
目
の
感
が
あ
る
。
色
っ

ぽ
く(

子
水)

、
若
い
頃
は
男
性
よ
り
よ
く
も
て
た
そ
う
で
、
も
て
な
い
姉
妹
か
ら
は
よ
く
嫌
味
を
言
わ
れ
た

そ
う
で
す
。
日
本
人
と
較
べ
て
も
色
白
の
方
に
属
す
る(

金
の
旺
強)

。
な
お
、
色
白
は
タ
イ
の
美
人
の
条
件

の
一
つ
で
す
。 

○
六 

親
‥
両
親
は
健
在
、
父
は
大
変
怠
け
者
、
母
が
一
生
懸
命
働
き
一
家
を
支
え
た(

父
の
財
は
、
日
干
の
制

す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
ゆ
え
問
題
が
あ
り
ま
す
。
印
の
母
は
日
干
に
近
貼
し
て
旺
強)

。
兄
弟
姉
妹
七
人(

比

劫
強
、
か
つ
印
も
旺
強)

。
前
夫
と
の
間
に
一
女
を
設
け
た
が
、
出
産
後
一
年
も
し
な
い
内
に
離
婚
し
た(

印

旺
強
、
日
干
強
に
し
て
再
婚
命)

。
子
供
を
里
に
預
け
て
、
懸
命
に
働
い
た
も
の
の
子
供
は
不
良
化
。
現
在
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の
日
本
人
の
夫
と
再
婚
後
、
子
供
を
引
き
取
っ
て
い
る
が
、
そ
の
子
の
心
配
事
が
絶
え
ず
心
を
痛
め
て
い
る
。

子
女
宮
の
時
柱
干
支
の
庚
子
は
忌
、
ま
た
、
子
女
で
あ
る
命
中
の
食
神
甲
木
は
、
酉
金
よ
り
剋
傷
さ
れ
て
い

る
。
幼
少
期
は
食
べ
る
物
に
も
困
窮
す
る
よ
う
な
貧
し
い
家
庭
に
育
っ
た
が(

年
柱
は
燥
土
不
能
生
金
と
は

い
え
忌
の
傾
向
。
第
一
運
は
庚
申
も
忌
運
、
続
く
第
二
運
己
未
も
忌
神
運)

、
三
〇
才
頃
よ
り
財
的
面
で
は

徐
々
に
好
転
す
る(

喜
の
南
方
運
に
交
入
、
日
支
寅
中
甲
木
食
神
が
あ
っ
て
食
傷
生
財
の
喜
の
事
象)

。
現
在

は
バ
ン
コ
ク
で
レ
ス
ト
ラ
ン
を
営
む
日
本
人
の
良
き
夫
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
平
均
的
タ
イ
人
に
比
べ
れ
ば
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
み
、
大
変
豊
か
な
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
日
支
配
偶
支
寅
は
、
本
命
の
元

機
を
な
し
、
加
え
て
、
現
行
丁
巳
は
喜
神
運
で
し
た
。
金
銭
的
に
も
豊
か
な
日
本
人
と
結
婚
し
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
親
や
兄
弟
姉
妹
か
ら
は
金
銭
の
無
心
や
支
援
援
助
を
求
め
ら
れ
、
大
変
煩
わ
し
く
思
っ
て
い
る

(

印
太
過
の
忌
と
、
比
劫
の
忌
象)
。 

○
健 

康
‥
日
支
寅
木
は
剋
木
・
湿
木
と
な
る
た
め
、
精
神
的
に
弱
い
面
が
あ
り
、
気
の
使
い
過
ぎ
の
傾
向
も
加

わ
り
、
精
神
動
揺
や
情
緒
不
安
を
来
た
し
や
す
い(

事
実
そ
の
通
り)

。
胃
腸
が
弱
く(

化
官
殺
生
身
す
る
土

の
忌
と
、
金
の
旺
強
太
過
の
忌)

、
ま
た
、
風
邪
を
引
き
や
す
く
低
血
圧(

水
太
過
の
忌)

で
、
痔
疾
が
あ
る

ほ
か
、
生
理
不
順
は
イ
ラ
イ
ラ
と
生
理
痛(

日
干
に
近
貼
す
る
金
剋
木
の
忌)

を
伴
う(

事
実
そ
の
通
り)

。 

○
職 

業
‥
日
支
に
寅
支
が
あ
っ
て
職
を
持
ち
、
日
本
人
を
生
徒
に
持
つ
、
タ
イ
語
の
先
生
を
さ
れ
て
い
た
。
一

九
九
七
年
七
月
、
タ
イ
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ジ
ア
金
融
経
済
の
混
乱
に
よ
る
日
本
企
業
の
タ
イ
か
ら
の
撤
退
や

事
業
縮
小
な
ど
に
伴
い
、
タ
イ
語
を
習
う
生
徒
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
料
理
教
室
を
始
め
て
よ
い

か
と
質
問
さ
れ
ま
し
た
が
、
味
覚(

火)

が
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
〝
止
め
た
方
が
無
難
で
す
〟
と
助
言
し

ま
し
た
。
タ
イ
の
家
庭
料
理
を
教
え
て
も
ら
っ
た
我
が
愛
妻
の
言
う
に
は
、
タ
イ
料
理
は
日
本
の
味
に
比
べ

一
般
的
に
辛
い
と
は
い
え
、
こ
の
先
生
の
料
理
は
大
変
辛
く(

金
旺
強
で
月
時
干
に
は
庚
辛
金
が
透
出
、
ま

た
水
勢
が
強
い)

、
お
世
辞
に
も
美
味
し
い
と
は
言
え
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

右
は
一
九
九
八
年
一
月
十
七
日
当
日
の
当
人
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
に
基
づ
く
事
実
事
象
・
経
歴
に
命
理

的
解
釈
を
加
え
た
も
の
で
す
。
本
命
は
熱
帯
域
の
生
ま
れ
で
あ
る
た
め
、
温
帯
域
よ
り
火
が
強
く
作
用
し
て
い

る
と
し
て
看
命
す
れ
ば
、
精
神
と
肉
体
で
あ
る
五
行
十
干
の
四
柱
八
字
及
び
大
運
が
示
す
も
の
と
「
事
実
事
象
」

と
が
よ
く
符
合
し
て
い
る
の
で
す
。
次
は
、
実
命
例
一
の
一
人
娘
の
命
で
す
。 

  

実
命
例
二 

女
命 

一
九
八
二
年(

昭
和
五
十
七
年)

三
月
一
日
午
前
十
一
時
二
十
五
分(

真
生
時) 

タ
イ
国
・
チ
ュ
ン
ポ
ー
ン(

北
緯
一
一
度
、
東
経
九
九
度) 

生 

北
回
帰
線
と
赤
道
の
間
の
地
域
に
生
ま
れ
、
か
つ
三
月
で
あ
る
た
め
、
前
掲
し
た
「
図
六:

一
年
十
二
ケ
月
の

太
陽
赤
緯
」
か
ら
分
か
る
通
り
、
太
陽
光
が
南
か
ら
照
射
す
る
月
日
に
誕
生
し
て
い
て
、
左
の
通
り
、
単
純
に

北
半
球
の
干
支
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
立
運
は
約
八
才
四
ヶ
月
で
す
。 

 

壬 

戌 
 

大
運
✧
八
才
辛
丑 

四
八
才
丁
酉 

壬 

寅 
 

 
 

一
八
才
庚
子 

五
八
才
丙
申 

癸 

未 
 
 
 

二
八
才
己
亥 

六
八
才
乙
未 

戊 

午 
 
 
 

三
八
才
戊
戌 

 

（
解 

命
） 

癸
日
寅
月
木
旺
の
甲
分
野
に
生
ま
れ
る
「
傷
官
格
」
の
命
で
す
。
時
干
戊
土
は
日
干
癸
水
と
の
有
情
な
陰
陽

干
同
士
の
剋
制
、
地
支
は
全
支
固
有
根
で
す
。
日
時
柱
で
の
日
時
干
の
戊
癸
干
合
と
午
未
合
の
天
地
徳
合
や
、
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或
い
は
、
午
未
合
を
寅
午
戌
火
局
全
で
解
く
た
め
に
全
支
固
有
根
と
な
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
月
干
に
休

令
の
二
壬
が
並
び
透
出
し
日
干
を
幇
助
す
る
も
の
の
、
日
干
は
無
根
に
し
て
無
気
で
す
。
ま
た
、
化
官
殺
生
身

し
た
い
印
の
辛
金
が
年
支
戌
中
に
あ
っ
て
も
日
干
に
は
遠
隔
に
し
て
無
情
無
力
で
す
。
天
干
の
二
壬
・
癸
水
は

木
旺
の
寅
支
に
洩
ら
さ
れ
る
。
特
に
こ
の
時
干
戊
土
は
、
日
支
の
未
に
有
情
（
死
令
の
未
土
は
、
旺
令
の
寅
中

甲
木
か
ら
剋
制
を
受
け
て
有
力
で
は
な
い
が
）
な
根
が
あ
り
、
ま
た
時
支
午
火
よ
り
生
ぜ
ら
れ
、
癸
水
至
弱
の

日
干
癸
に
と
っ
て
戊
土
は
強
い
制
水
と
な
り
ま
す
。
癸
水
日
干
は
、
食
傷
、
財
、
官
殺
の
剋
洩
交
加
に
よ
っ
て

従
わ
ざ
る
を
得
な
い
か
に
見
え
ま
す
が
、
年
月
に
休
令
の
陽
干
二
壬
が
団
結
し
て
透
出
す
る
こ
と
、
ま
た
「
癸

水
至
弱
」
で
弱
き
を
恐
れ
な
い
陰
干
癸
水
の
特
性
か
ら
従
勢
格
と
は
な
ら
ず
、
傷
官
格
と
取
り
ま
す
。
用
神
は
、

化
官
殺
生
身
し
、
ま
た
洩
身
の
食
傷
を
制
し
な
が
ら
、
生
身
す
る
庚
と
し
た
い
と
こ
ろ
命
中
に
な
く
、
や
む
な

く
戌
中
の
辛
と
取
り
ま
す
。
喜
神
金
水
、
忌
神
は
木
火
土
と
取
り
、
位
相
が
低
い
源
濁
の
命
で
あ
り
ま
す
。 

命 

格
：
傷
官
格 

用 

神
：
や
む
な
く
辛 

喜 

神
：
金
水 

忌 

神
：
木
火
土 

調 

候
：
不
要 

 

次
い
で
大
運
を
観
ま
す
と
、
後
述
す
る
「
事
実
事
象
」
の
通
り
、
生
後
一
才
に
も
な
ら
な
い
内
に
母
親
が
離

婚
し
、
里
子
に
出
さ
れ
、
祖
父
母
や
そ
の
他
の
親
戚
や
知
人
に
た
ら
い
回
し
に
預
け
ら
れ
ま
し
た
。
暖
か
い
家

庭
や
母
親
の
愛
情(

印)

を
知
ら
ず
に
成
長
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
出
生
の
翌
年
一
才
癸
亥
年
、
さ
ら
に
二
才

甲
子
年
、
三
才
乙
丑
年
と
喜
の
流
年
が
続
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
原
命
の
食
神
・
財
・
官
殺
の
忌
を
抑
制
で
き

る
ほ
ど
の
力
量
が
な
い
こ
と
か
ら
推
測
で
き
ま
す
。
し
か
も
そ
の
後
、
四
才
丙
寅
年
、
五
才
丁
卯
年
、
六
才
戊

辰
年
、
七
才
己
巳
年
と
忌
の
流
年
を
巡
っ
て
い
る
の
で
す
。
何
時
頃
、
母
親
に
引
き
取
ら
れ
た
の
か
明
確
に
は

訊
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
母
親
に
引
取
ら
れ
る
ま
で
の
数
年
間
の
幼
児
・
幼
年
期
の
体
験
、
置
か
れ
て
い
た
環

境
の
た
め
に
、
そ
の
役
割
性
格
は
相
当
な
歪
み
を
生
じ
、
反
抗
的
、
反
発
的
、
反
社
会
的
な
傾
向
大
と
な
っ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
過
去
の
延
長
線
上
に
八
才
庚
午
年
に
第
一
運
に
交

入
し
た
の
で
す
。 

 

第
一
運
八
才
～
一
七 

才 

辛
丑 

天
干
辛
金
は
化
官
殺
生
身
、
丑
未
沖
に
て
も
当
然
全
支
固
有
根
の
ま
ま
で
す
。
前
六
年
の
土
用
運
、
後
四
年

の
水
旺
運
の
い
ず
れ
共
に
日
干
水
は
強
化
さ
れ
、
や
や
大
運
交
入
す
る
以
前
よ
り
は
良
化
さ
れ
る
運
で
す
。
す

な
わ
ち
、
源
濁
の
忌
に
よ
っ
て
辛
金
印
の
喜
象
も
、
比
劫
の
喜
象
も
制
圧
さ
れ
て
い
る
た
め
、
顕
著
な
命
運
の

好
転
は
期
待
で
き
ず
、
大
運
交
入
前
に
比
べ
れ
ば
良
化
さ
れ
る
の
で
す
。 

第
二
運
一
八
才
～
二
七
才 

庚
子 

子
午
沖
に
よ
る
水
火
が
剋
戦
し
動
揺
が
あ
る
も
の
の
大
運
水
旺
の
子
水
は
、
原
命
の
壬
癸
水
の
強
力
な
根
の

役
割
を
果
た
し
ま
す
。
特
に
年
月
の
干
壬
水
が
水
旺
の
子
水
に
通
根
し
、
日
干
癸
は
藤
蘿
繫
甲
的
と
な
っ
て
強

化
さ
れ
ま
す
。
同
時
に
大
運
干
庚
金
は
、
年
支
戌
中
余
気
の
辛
金
に
は
根
が
あ
り
、
年
月
干
二
壬
を
強
化
す
る

と
共
に
、
時
干
戊
と
日
干
癸
の
間
を
通
関
し
化
官
殺
生
身
し
て
、
日
干
癸
も
強
め
る
喜
神
運
に
巡
る
の
で
す
。

日
干
は
不
強
不
弱
の
や
や
強
位
に
な
っ
て
、
運
は
大
き
く
好
転
し
ま
す
。
流
年
に
よ
っ
て
喜
忌
が
変
化
し
ま
す

が
、
陰
干
の
至
弱
な
癸
水
の
特
性
特
質
か
ら
一
応
、
喜
神
木
火
土
、
忌
神
金
水
と
喜
忌
が
逆
転
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
本
命
は
濁
命
で
あ
る
た
め
、
喜
神
運
に
交
入
し
た
か
ら
と
い
っ
て
途
端
に
運
が
好
転
す
る
と

は
限
ら
な
い
も
の
で
す
。 
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(
事
実
事
象) 

本
命
の
事
実
事
象
は
、
前
掲
の
実
命
例
一
の
母
親
よ
り
伺
っ
た
も
の
で
す
。 

○
六 
親
‥
母
親
の
結
婚
（
初
婚
）
は
二
三
才
の
辛
酉
年
、
前
述
の
よ
う
に
母
親
に
と
っ
て
は
忌
の
流
年
で
あ
っ

た
。
本
命
は
初
婚
の
母
と
再
婚
で
あ
っ
た
父
の
間
に
生
ま
れ
た
の
で
す
。
そ
の
父
親
に
は
前
妻
と
の
間
に
多

数
の
子
供
が
い
ま
す(

年
月
干
に
劫
財
二
壬
が
透
出)

。
本
命
の
容
姿
は
そ
の
父
親
に
そ
っ
く
り
だ
そ
う
で
す
。

母
は
妊
娠
中
か
ら
大
変
な
苦
労
を
し
た
。
子
供
が
生
ま
れ
て
間
も
な
く
離
婚
し
、
こ
の
子
が
一
才
に
な
ら
な

い
内
に
祖
父
母
に
預
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
色
々
な
人
に
次
々
と
預
け
ら
れ
、
家
を
転
々
と
し
た
そ
う
で
す
。

年
支
の
戌
は
母
親
の
年
支
戌
、
月
支
寅
は
母
親
の
日
支
寅
、
無
情
な
年
支
戌
中
の
印
の
辛
金
は
母
親
の
月
の

金
旺
、
天
干
の
壬
と
戊
は
同
じ
く
母
親
の
四
柱
八
字
の
天
干
に
透
出
し
て
お
り
、
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
子
供

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

○
性 

情
‥
喜
怒
哀
楽
の
感
情
の
起
伏
が
大
き
く
、
強
情
で
言
い
出
し
た
ら
人
の
言
う
こ
と
を
聞
か
ず
、
頑
固
、

乱
暴
で(

戊
土
・
寅
の
傷
官
・
午
火)

、
ま
た
、
浪
費
癖
が
あ
り
ま
す
。
怠
惰
・
怠
け
者
で
遅
く
ま
で
寝
て
お

り(

低
血
圧)

、
勉
強
嫌
い
。
高
等
学
校
に
入
れ
て
い
た
が
、
ほ
と
ん
ど
勉
強
し
よ
う
と
せ
ず
、
問
題
を
起
こ

し
て
は
、
親
が
学
校
に
幾
度
も
呼
び
出
さ
れ
る
。
「
学
費
を
出
す
の
は
全
く
無
駄
で
あ
る
。
」
と
、
こ
の
子

を
引
き
取
り
育
て
た
祖
母(

実
命
例
一
の
母
親)

が
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

○
健 

康
‥
今
ま
で
大
変
病
弱
で
あ
っ
た(

水
弱
の
病
、
木
土
剋
戦
の
忌
、
木
火
土
の
流
通
不
適
切
な
ど)

。
低
血

圧
で
朝
起
き
る
の
が
苦
手
で
、
呼
吸
器
系
も
弱
く(

土
の
生
金
の
忌)

、
風
邪
を
引
き
や
す
く(

喜
の
木
・
肝

が
弱
い)

、
風
邪
を
引
く
と
喉
に
来
る
そ
う
で
す
。 

○
運 

程
‥
辛
丑
運
中
の
一
四
才
丙
子
年
（
一
九
九
六
年)

七
月
に
は
じ
め
て
の
家
出
、
次
い
で
一
五
才
（
一
九

九
七
年
）
八
月
に
も
家
出
し
、
警
察
沙
汰
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
今
年(

一
九
九
八
年
の
戊
寅
年)

に
な
っ
て
も

家
出
し
、
母
の
い
る
バ
ン
コ
ク
か
ら
百
キ
ロ
以
上
離
れ
た
歓
楽
街
で
見
つ
か
っ
た
が
、
人
に
言
え
な
い
よ
う

な
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
し
て
い
た(

戊
己
土
の
官
殺
太
過
に
よ
る
外
部
的
圧
力
、
環
境
か
ら
の
圧
迫
、
ま
た

官
殺
太
過
は
異
性
問
題)

。
母
親
は
心
配
事
が
絶
え
ず
、
ほ
と
ほ
と
困
っ
て
い
た
。 

 

本
命
も
実
命
例
一
と
同
様
、
精
神
と
肉
体
、
ま
た
本
人
以
外
の
六
親
や
他
人
に
転
々
と
預
け
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
環
境
に
よ
る
役
割
性
格
と
な
っ
て
表
出
し
た
も
の
で
、
対
人
関
係
に
係
わ
る
理
論
と
事
象
が
合
致
す
る

実
命
例
で
あ
り
ま
す
。 

  

実
命
例
三  

女
命 

一
九
七
三
年(

昭
和
四
十
八
年)

一
月
二
十
日
午
後
四
時
頃 

タ
イ
国
・
バ
ン
コ
ク
生 

 

タ
イ
国
の
標
準
時
は
東
経
一
〇
五
度
に
あ
り
ま
す
。
バ
ン
コ
ク
は
東
経
約
一
〇
一
度
に
あ
る
た
め
、
経
度
差

四
度
の
十
六
分
の
遅
れ
、
均
時
差
は
約
十
二
分
マ
イ
ナ
ス
、
合
計
約
二
十
八
分
の
遅
れ
が
あ
る
た
め
、
真
生
時

は
午
後
三
時
三
十
二
分
頃
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
北
回
帰
線
と
赤
道
の
間
の
地
域
の
生
ま
れ
で
、
図
六
か
ら
分

か
る
通
り
、
太
陽
光
が
南
か
ら
照
射
す
る
年
月
日
に
誕
生
し
て
い
る
た
め
、
左
の
通
り
、
北
半
球
の
通
常
の
干

支
を
使
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
立
運
は
約
四
才
一
〇
ヶ
月
で
す
。 

 

壬 

子 
 
 

大
運  

五
才
壬
子 

四
五
才
戊
申 

癸 

丑(

土) 
 
 

一
五
才
辛
亥 

五
五
才
丁
未 

丙 

辰 
 
 
 

✧
二
五
才
庚
戌 

丙 

申 
 
 
 
 

三
五
才
己
酉 
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（
解 

命
） 

日
干
丙
火
は
丑
月
土
用
に
生
ま
れ
る
。
丑
月
土
用
で
は
土
は
旺
じ
ず
、
水
の
ほ
う
が
旺
勢
で
す
。
年
月
干
壬

癸
水
は
子
と
丑
に
通
根
し
『
滴
天
髄
』
に
い
う
「
通
根
透
癸
。
沖
天
奔
地
。
」
と
な
っ
て
い
て
、
月
干
癸
は
年

支
子
に
坐
す
年
干
壬
水
に
よ
っ
て
藤
蘿
繫
甲
的
と
な
っ
て
丙
火
を
制
す
る
。
こ
の
日
干
丙
火
は
、
団
結
す
る
湿

土
の
日
支
辰
及
び
月
支
丑
に
晦
火
晦
光
し
、
さ
ら
に
日
干
丙
に
は
根
が
な
く
、
ま
た
幇
助
す
る
の
は
時
干
丙
の

み
で
す
。
辰
中
の
乙
木
の
印
は
旺
盛
な
水
に
よ
り
湿
木
化
し
、
か
つ
申
金
か
ら
は
剋
さ
れ
て
い
る
た
め
、
生
丙

火
す
る
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
は
「
丙
火
猛
烈
」
の
干
の
特
性
よ
り
し
て
従
し
難
い
も
の
で
す
が
、
日

干
は
極
弱
で
あ
り
、
食
傷
・
財
・
官
殺
に
従
さ
ざ
る
を
得
ず
、
特
別
格
の
従
殺
的
従
勢
格
と
な
り
ま
す
。
ま
た

「
丙
火
猛
烈
。
欺
霜
侮
雪
。
」
で
あ
る
丙
は
、
寒
冷
の
亥
・
子
月
で
調
候
不
要
で
し
た
が
、
丑
月
は
厳
寒
と
な

っ
て
調
候
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
熱
帯
域
生
の
た
め
、
温
帯
域
生
ま
れ
の
命
に
比
べ
、
緊
急
性
は
薄
く
、

時
干
丙
火
の
暖
が
あ
る
の
を
喜
と
す
る
程
度
で
す
。
た
だ
、
日
時
干
に
二
丙
が
透
出
し
て
、
日
支
辰
の
土
か
ら

金
へ
の
流
通
が
円
滑
で
な
く
弱
く
、
日
時
干
の
二
丙
は
弱
い
と
は
い
え
、
時
支
申
金
を
争
財
す
る
病
が
あ
り
ま

す
。
用
神
は
、
従
勢
格
の
用
喜
忌
の
取
り
方
で
あ
る
、
土
と
水
の
間
を
通
関
す
る
庚
、
喜
神
は
土
金
水
、
忌
神

木
火
と
取
り
ま
す
。
本
命
は
、
金
が
水
と
土
の
五
行
に
比
べ
て
弱
く
、
ま
た
土
金
水
三
行
の
流
通
に
難
が
あ
る

こ
と
、
加
え
て
、
日
時
干
の
二
丙
に
よ
る
争
財
の
病
が
あ
る
た
め
、
半
清
半
濁
の
命
で
す
。 

 

命 

格
：
従
殺
的
従
勢
格 

用 

神
：
庚 

喜 

神
：
土
金
水 

忌 

神
：
木
火 

調 

候
：
丙(

熱
帯
域
生
で
あ
る
た
め
必
要
性
は
薄
い
） 

 

次
い
で
大
運
を
観
ま
す
と
、 

第
一
運
五
才
～
一
四
才 

壬
子 

「
通
根
透
癸
。
沖
天
奔
地
。
」
の
水
勢
は
増
々
旺
盛
旺
強
に
な
り
、
地
支
で
は
辰
土
・
申
金
・
子
水
と
三
行

が
順
流
す
る
美
を
な
す
。
ま
た
、
辰
中
の
乙
木
を
一
層
湿
木
化
し
て
天
干
二
丙
を
生
火
す
る
力
は
全
く
あ
り
ま

せ
ん
。
壬
癸
の
官
殺
が
喜
神
運
で
す
。
前
女
命
と
同
じ
く
、
水
智
特
達
し
、
ま
た
変
化
流
動
を
好
む
性
向
が
形

成
さ
れ
る
。
た
だ
、
三
行
の
順
流
通
関
で
は
、
水
に
比
べ
金
・
土
の
通
関
す
る
力
が
弱
い
の
が
難
点
と
な
る
。 

第
二
運
一
五
才
才
～
二
四
才 

辛
亥 

原
命
二
丙
と
大
運
干
辛
と
が
相
剋
し
ま
す
が
、
辛
金
は
水
源
の
役
割
を
果
た
し
得
ま
す
。
古
典
命
理
で
は
、 

地
支
は
亥
子
丑
申
辰
の
五
支
が
揃
い
、
所
謂
方
局
斉
来
で
す
が
、
北
方
と
水
局
を
同
時
に
成
し
蔵
干
が
全
て
水

に
化
す
な
ど
の
馬
鹿
気
た
こ
と
は
起
こ
り
得
ま
せ
ん
。
原
命
の
年
月
干
壬
癸
水
が
亥
子
丑
に
通
根
し
「
通
根
透

癸
。
沖
天
奔
地
」
と
な
る
前
運
同
様
に
水
勢
が
強
い
喜
神
運
で
す
。
た
だ
、
金
水
土
の
三
行
の
流
通
に
滞
り
が

あ
る
ほ
か
、
三
行
の
力
量
の
バ
ラ
ン
ス
に
欠
け
る
の
が
難
点
で
す
。 

第
三
運
二
五
才
～
三
四
才
庚
戌 

 

前
六
年
の
土
用
運
、
後
四
年
は
金
旺
運
を
巡
り
ま
す
。
土
用
運
で
は
戌
中
戊
土
は
旺
じ
て
お
ら
ず
、
燥
土
で 

も
な
い
た
め
、
制
水
す
る
よ
り
生
金
し
、
そ
の
金
は
生
水
す
る
よ
う
に
作
用
す
る
も
の
で
す
。
金
旺
運
に
交
入 

す
る
と
土
金
水
の
中
で
最
も
弱
か
っ
た
金
が
強
化
さ
れ
、
ま
た
土
の
地
支
で
の
力
量
が
あ
が
り
、
土
金
水
が
旺 

盛
と
な
り
三
者
の
力
量
が
バ
ラ
ン
ス
し
ま
す
。
同
時
に
土
金
水
の
三
行
が
円
滑
に
順
次
流
行
す
る
こ
と
に
な
り 

ま
す
。
従
勢
格
と
し
て
、
命
運
が
一
層
清
純
・
精
粋
な
も
の
に
な
る
喜
神
運
で
す
。 

第
四
運
三
五
才
己
酉
・
第
五
運
四
五
才
戊
申 

前
運
同
様
の
西
方
運
が
続
き
ま
す
。
土
金
水
三
行
の
中
で
弱
か
っ
た
金
を
強
め
る
と
同
時
に
、
土
金
水
の
流 
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行
流
通
が
円
滑
と
な
る
喜
神
運
で
す
。
以
降
の
命
運
の
解
析
を
省
略
し
ま
す
が
、
本
命
は
「
源
半
清
半
濁
」
「
流

前
中
清
・
後
濁
」
と
な
る
命
運
で
あ
り
ま
す
。 

 

右
の
解
命
か
ら
、
面
談
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
性
情
、
六
親
関
係
な
ど
の
要
目
を
指
摘
し
ま
し
た
。
本
人

に
よ
れ
ば
、
よ
く
事
実
と
符
合
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
（
一
九
九
八
年
十
月
二
十
六
日
記
録
）
。 

（
事 

象
） 

Ⅰ
 
C
H
ARACTER

（
性
情
） 

  
 

・B
righ

t  b
ra

in
  

from
  in

fa
n

t tim
e

（
幼
少
時
か
ら
頭
脳
優
秀
） 

・F
lu

id
ity / lik

e ch
a
n
ges

（
流
動
、
変
化
を
好
む
） 

  
 

・H
on

est, gen
tle n

a
tu

re
（
丁
寧
で
優
し
さ
が
あ
る
） 

  
 

・P
ositive, agg

ressive, active an
d
 brave

（
前
向
き
、
積
極
的
、
活
動
的
、
か
つ
勇
敢
） 

  
 

・O
b
ligin

g
  p

e
rson

（
世
話
好
き
） 

  
 

・S
h

ort  te
m

per  a
n

d
  

stu
bborn

（
短
気
で
頑
固
） 

  
 

・E
x
cellen

t  in
tu

ition
 (in

stin
ct) 

（
優
れ
た
直
感
力
が
あ
る
） 

  
 

・C
h

eerfu
l, jolly

（
陽
気
、
楽
天
的
） 

  
 

・E
lega

n
t, rom

an
tic

（
優
雅
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
） 

  
 

・y
ou

  
h

ave  a
  

v
ery  

good
  e

a
r  

for  m
u

sic  
a
n
d
  rh

y
th

m
ic sen

se
. 

 

（
音
楽
、
リ
ズ
ム
感
に
優
れ
る
） 

  
 

・S
tron

g  se
n

se  
of  ju

stice,  m
e
rcy

（
正
義
感
、
慈
悲
心
が
強
い
） 

  
 

・S
ex

  a
p
p
e
a
l

（
性
的
ア
ピ
ー
ル
が
あ
る
） 

 Ⅱ
 
P
A
RENTS,  B

ROTHER

・SISTER, and  S
POUSE

（
両
親
、
兄
弟
姉
妹
及
び
配
偶
者
） 

   

・T
h
e  relation

sh
ip

  betw
een

  paren
ts  an

d  you
  is  favora

ble.

（
両
親
と
の
関
係
良
好
） 

  
 

・Y
ou

  
h

ave  
b
roth

er  a
n

d
/or  sister. T

h
e  

relation
sh

ip
  is  

v
ery  

in
tim

a
te  a

n
d
 

fa
v
o
rab

le.

（
き
ょ
う
だ
い
仲
は
大
変
親
密
で
良
好
） 

 Ⅲ
 
H
E
ALTH

（
健
康
） 

  
 

・G
ood

  h
e
a
lth

  in
  

th
e  

p
eriod

  o
f  

y
ou

r  g
ro

w
in

g
 u

p.

（
成
長
期
、
健
康
で
あ
っ
た
） 

  
 

・L
a
ten

t  w
e
a
k
  

p
oin

ts  in
  

h
ealth

.(

潜
在
的
に
弱
い
部
位
） 

  
 

・T
h
e circu

lation
  o

rg
an

s (low
  

b
lood p

ressu
re) 

（
循
環
器
系
、
低
血
圧
） 

・E
y
es

（
眼
目
） 

  
 

・F
em

a
le  d

iso
rd

ers

（
婦
人
科
系
の
病
） 

  
 

・A
llerg

y  o
f  

sk
in

  
a
n
d
  n

o
se

（
皮
膚
や
鼻
の
ア
レ
ル
ギ
ー
） 

  
 

・L
ik

e  
salty  fo

o
d
 (stron

g  ta
ste)

（
塩
辛
い
強
烈
な
味
の
食
物
を
好
む
） 

さ
ら
に
次
の
事
実
も
確
認
し
ま
し
た
。 

⒜
一
九
九
八
年
十
月
の
二
五
才
現
在
、
独
身
。
十
一
ヶ
月
違
い
の
弟
が
一
人
い
る
。
母
は
健
在
、
父
は
三
年 

前(

一
九
九
五
年)

に
死
去
。
容
姿
は
、
父
親
に
七
〇
％
、
母
親
三
〇
％
位
で
似
て
い
る
。 

⒝
一
九
九
四
年
五
月
、
日
本
の
東
京
大
学
に
相
当
す
る
国
立
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
（
マ
ス
コ
ミ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

専
攻
）
を
卒
業
し
、
二
年
間
企
業
で
働
い
た
後
、
金
融
を
学
ぶ
た
め
英
国
の
大
学
に
二
年
間
留
学
し
、
九

九
八
年
九
月
、
タ
イ
に
帰
国
。 

⒞
生
家
は
そ
れ
ほ
ど
豊
か
で
は
な
か
っ
た
が
、
本
人
が
一
〇
才
代
の
時
に
父
は
財
を
な
し
た
。 
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母
親
の
印
が
な
く(

命
中
に
忌
の
印
が
無
い
の
は
喜)

、
ま
た
財
が
比
劫
争
財
的
な
原
命
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

母
親
と
の
縁
は
厚
く
、
父
親
と
の
縁
が
薄
い
こ
と
が
理
解
で
き
ま
す
。
ま
た
⒝
に
つ
い
て
は
、
時
支
申
金
の
財

が
有
情
で
あ
る
た
め
、
財
へ
の
関
心
が
強
く
、
水
智
あ
っ
て
金
融
の
勉
学
の
た
め
、
留
学
す
る
の
も
肯
け
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
一
五
才
辛
亥
運
以
降
、
成
人
し
て
社
会
に
出
て
か
ら
の
自
身
の
才
能
能
力
の
発
揮
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
財
的
に
も
恵
ま
れ
る
も
の
で
す
。 

  

実
命
例
四  

女
命 

一
九
七
三
年(

昭
和
四
十
八
年)

七
月
二
十
一
日
午
後
一
時
四
十
八
分 

タ
イ
国
・
ペ
チ
ュ
ブ
リ (

北
緯
一
三
・
五
度
、
東
経
一
〇
〇
度) 

生 

 

真
生
時
は
、
タ
イ
の
標
準
時
と
の
経
度
差
五
度
（
マ
イ
ナ
ス
二
十
分
）
と
均
時
差
（
マ
イ
ナ
ス
六
分
）
を
修

正
す
る
と
、
午
後
一
時
二
十
二
分
と
な
り
、
こ
れ
を
北
半
球
の
干
支
で
表
わ
す
と
、
左
の
上
段
の
命
造
と
な
り

ま
す
。
次
い
で
緯
度
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
命
は
七
月
二
十
一
日
生
で
あ
る
た
め
、
図
六
に
示
す

通
り
、
太
陽
は
出
生
地
の
北
緯
一
三
・
五
度
よ
り
北
上
し
て
い
て
、
太
陽
光
は
北
側
か
ら
照
射
す
る
月
日
の
生

ま
れ
で
す
。
こ
の
た
め
、
北
回
帰
線
～
赤
道
間
の
干
支
は
、
前
述
し
た
通
り
、
日
支
を
沖
す
る
支
に
変
換
し
た

左
下
段
の
如
く
取
り
ま
す
。
な
お
、
立
運
は
約
六
才
で
大
運
は
順
旋
し
ま
す
。 

 

（
北
半
球
干
支
） 

（
北
回
帰
線
と
赤
道
間
の
干
支
） 

 

癸 

丑 
 
 
 

 
 

癸 

丑 
 
 

大
運 

六
才
庚
申 

四
六
才
甲
子 

己 

未
（
土
） 

 
 

己 

未(

土
） 

 

✧
一
六
才
辛
酉 

五
六
才
乙
丑 

戊 

午 
 
 
 
 
 

戊 

子 
 
 
 
 

二
六
才
壬
戌 

六
六
才
丙
寅 

己 

未 
 
 
 
 
 

己 

未 
 
 
 
 

三
六
才
癸
亥 

 

（
上
段
命
の
解
） 

戊
日
未
月
土
旺
に
生
ま
れ
、
丑
未
沖
し
土
の
根
が
揺
ら
ぐ
も
の
の
丑
土
と
月
時
支
の
二
未
土
の
根
が
あ
り
、

更
に
日
支
午
火
が
土
を
強
め
る
。
天
干
に
は
陰
干
で
は
あ
っ
て
も
両
隣
に
己
土
が
透
り
ま
す
。
印
・
比
劫
の
月

日
時
の
干
支
が
団
結
し
、
剋
洩
が
な
い
従
旺
格
と
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
丑
に
根
の
あ
る
年
干
の
死
令
の
癸

が
旺
令
の
月
干
己
土
か
ら
剋
さ
れ
、
ま
た
丑
未
沖
も
あ
っ
て
月
柱
己
未
土
は
や
や
湿
の
気
を
帯
び
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
た
だ
、
日
時
柱
の
戊
己
土
を
潤
と
す
る
の
は
不
可
能
で
燥
土
の
ま
ま
で
す
。
す
な
わ
ち
命
造
全
体
で

は
、
潤
土
生
金
が
困
難
と
な
る
欠
陥
が
あ
り
ま
す
。
用
神
は
、
戊
が
命
中
に
な
い
た
め
己
、
喜
神
火
土
金
、
忌

神
水
木
と
取
り
ま
す
。
本
命
は
、
湿
土
生
金
に
繋
が
り
難
い
四
柱
八
字
で
あ
っ
て
位
相
は
高
く
な
く
、
食
傷
と

水
智
が
欠
け
る
半
濁
の
命
で
あ
り
ま
す
。
大
運
は
喜
の
西
方
金
運
か
ら
、
比
劫
争
財
の
忌
と
な
る
北
方
運
に
巡

り
ま
す
。 

（
下
段
命
の
解
） 

戊
日
未
月
土
旺
に
生
ま
れ
る
月
劫
格
の
命
で
す
。
丑
未
沖
し
て
土
の
根
が
揺
ら
ぐ
も
の
の
、
丑
土
と
月
時
支

の
二
未
土
の
根
が
あ
り
ま
す
。
天
干
に
は
、
日
干
の
両
側
に
陰
干
己
土
が
透
り
、
印
・
比
劫
の
月
日
時
の
天
干

が
団
結
し
、
日
干
は
旺
強
と
な
り
ま
す
。
丑
に
根
の
あ
る
年
干
癸
が
月
干
己
土
か
ら
剋
制
さ
れ
て
も
、
年
干
癸

は
丑
に
坐
し
、
か
つ
日
支
に
子
水
が
あ
り
ま
す
。
命
全
体
の
調
候
と
し
て
適
切
で
、
燥
土
を
潤
に
す
る
喜
の
作

用
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
子
水
の
財
は
、
土
と
水
を
通
関
す
る
食
傷
の
金
が
な
い
た
め
、
旺
強
な
比
劫
か
ら
争
財

奪
財
さ
れ
る
病
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
潤
土
生
金
の
流
通
が
困
難
と
な
る
上
段
の
命
よ
り
遥
か
に
優
れ
た
生
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気
あ
る
命
で
す
。
用
神
は
、
食
傷
生
財
と
な
る
庚
或
い
は
辛
金
と
取
り
た
い
も
の
の
命
中
に
な
い
た
め
、
や
む

な
く
子
中
壬
と
し
、
喜
神
は
金
水
木
、
忌
神
火
土
と
取
り
ま
す
。 

 
本
命
で
は
、
甲
木
の
疏
土
開
墾
の
作
用
働
き
を
期
待
で
き
な
い
も
の
の
、
調
候
の
壬
癸
水
が
適
切
で
あ
り
、

原
命
で
食
傷
生
財
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
食
傷
の
金
が
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
ま
す
が
、
位
相
は
低
く
は

な
く
、
水
智
の
あ
る
半
濁
半
清
の
命
で
す
。 

大
運
は
、
命
中
で
用
神
と
取
り
た
か
っ
た
西
方
金
旺
運
か
ら
、
北
方
の
財
運
に
巡
り
、
流
は
前
清
・
中
半
清
・

後
半
濁
と
な
っ
て
い
る
。 

 

左
の
記
述
内
容
は
、
当
人
の
二
五
才
時
の
一
九
九
八
年
（
平
成
十
年
）
十
一
月
五
日
、
本
人
と
面
接
し
て
知

り
得
た
事
実
事
象
で
あ
り
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
右
の
下
段
の
よ
う
に
干
支
を
変
換
し
解
命
す
べ
き
と
は
思
い
も

よ
ら
ず
、
な
ぜ
事
実
事
象
と
符
合
し
な
い
の
か
長
く
思
案
し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
前
述
の
南
北
回
帰
線
間

干
支
の
取
り
方
に
基
づ
き
、
下
段
の
命
と
し
て
解
命
す
れ
ば
、
事
実
事
象
が
理
会
で
き
る
の
で
す
。
本
命
の
次

の
容
姿
、
健
康
等
を
解
命
と
照
ら
し
合
せ
な
が
ら
確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

一
、
容
姿
と
性
情 

① 

表
情
が
豊
か
で
、
に
こ
や
か
・
朗
ら
か
で
よ
く
笑
い
、
好
印
象
を
与
え
る
。 

② 

活
動
的
で
積
極
的
、
勇
敢
で
あ
る
。 

③ 

注
意
深
く
、
慎
重
で
あ
る
。 

④ 

顔
は
卵
型
、
性
的
魅
力
が
あ
る
（
子
支
と
水
、
未
）
。
太
っ
て
は
お
ら
ず
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
痩

せ
型
（
食
傷
生
財
の
大
運
）
。 

⑤ 
 

食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
あ
る
（
飲
食
の
食
傷
の
喜
の
大
運
）
。 

⑥ 
 

目
は
綺
麗
で
大
き
め
。
比
較
的
大
き
な
鼻
（
醜
く
は
な
い
）
。 

 

二
、
健
康
、
疾
病 

① 

子
供
時
代
か
ら
健
康
で
あ
っ
た
。 

② 

目
が
ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
頭
痛
が
あ
る
。
甲
状
腺
（
タ
イ
ロ
イ
ド
）
が
一
六
才
時
に
肥

大
し
た
が
、
手
術
の
必
要
は
な
か
っ
た
。
ホ
ル
モ
ン
分
泌
が
悪
い
（
旺
強
の
日
干
戊
を
疏
土
開
墾
す
る

甲
木
が
欲
し
い
と
こ
ろ
、
命
と
大
運
に
も
な
い
。
） 

③  

歯
質
良
好
。 

④ 

一
〇
才
時
（
庚
申
運
癸
亥
年
）
に
事
故
で
鼻
の
骨
が
折
れ
た
。
深
刻
な
事
態
で
は
な
か
っ
た
。
二
〇
才

時
（
辛
酉
運
癸
酉
年
）
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
の
事
故
に
遇
い
、
治
療
に
二
週
間
を
要
し
た
。
同
じ
く
深

刻
な
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。 

 

三
、
六
親
関
係
等 

① 

両
親
健
在
、 

本
人
は
独
身
。 

② C
h
aingmai U

niversity ,
 F
aculty o

f H
uman C

ommunications

を
一
九
九
五
年
五
月
卒
業
。
一

九
九
八
年
当
時 T

V B
road C

ast C
hannel

‐3

の
”Small W

orld

（
土
曜
日
の
朝
）
の”P

A
N
T
A
”

を
担
当
し
て
い
た
。
（
下
段
の
命
は
、
水
智
あ
っ
て
食
傷
生
財
の
喜
、
有
名
大
学
を
卒
業
し
、
こ
の
よ

う
な
職
に
就
く
こ
と
が
可
能
で
す
。
上
段
の
命
造
で
は
困
難
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。
） 
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引
用
参
考
文
献 

『
滴
天
髓
闡
微
』(

任
鐵
樵
増
注 

東
亜
図
書
公
司
印
行 

台
湾
） 

『
子
平
粹
言
』(

徐
楽
吾
著 

香
港
上
海
印
書
館
印
行
） 

『
未
来
予
知
学
と
し
て
の
四
柱
推
命
入
門
』(

武
田
考
玄
著 

秀
央
社
） 

『
天
文
緯
度
命
理
学
』(

西
澤
宥
綜
著 

五
立
命
学
会 

平
成
元
年
七
月
刊) 

『
新
・
太
陽
電
池
を
使
い
こ
な
す
』
（
桑
野
幸
徳
著 

講
談
社
） 

『
左
と
右
の
科
学
』(
富
永
裕
久
著 

ナ
ツ
メ
社
） 

     

無
断
複
製
・
転
載
・
配
布
行
為
を
禁
止
し
ま
す
。 


